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1. 平成27年3月期第3四半期の連結業績（平成26年4月1日～平成26年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

（注）「自己資本比率」は、（期末純資産の部合計-期末少数株主持分）を期末資産の部合計で除して算出しております。 
   なお、本「自己資本比率」は、自己資本比率告示に定める自己資本比率ではありません。  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

経常収益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年3月期第3四半期 7,244 △12.7 809 △40.9 341 △58.7
26年3月期第3四半期 8,302 5.6 1,371 46.8 828 42.7

（注）包括利益 27年3月期第3四半期 2,484百万円 （446.7％） 26年3月期第3四半期 454百万円 （△33.8％）

1株当たり四半期純利益 潜在株式調整後1株当たり四半期
純利益

円 銭 円 銭

27年3月期第3四半期 61.47 ―
26年3月期第3四半期 149.12 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

27年3月期第3四半期 393,523 19,842 5.0
26年3月期 394,122 17,519 4.4
（参考）自己資本 27年3月期第3四半期 19,824百万円 26年3月期 17,501百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無  

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年3月期 ― 25.00 ― 25.00 50.00
27年3月期 ― 25.00 ―
27年3月期（予想） 25.00 50.00

3. 平成27年 3月期の連結業績予想（平成26年 4月 1日～平成27年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

経常収益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 9,740 △8.9 760 △55.5 530 △30.4 95.35



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期連結財務諸表
に対する四半期レビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記載は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績
は、今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

※ 注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 有
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年3月期3Q 5,576,000 株 26年3月期 5,576,000 株
② 期末自己株式数 27年3月期3Q 18,145 株 26年3月期 18,012 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年3月期3Q 5,557,893 株 26年3月期3Q 5,558,237 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報 
 （１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期連結累計期間（平成 26 年４月１日から平成 26 年 12 月 31 日）の経常収益は、役務
取引等収益が増加しましたが、有価証券関係収益が減少したことなどから、前年同期比 1,058 百万
円減少し 7,244 百万円となりました。一方、経常費用は、営業経費が増加しましたが、与信関連費
用が減少したことなどから、前年同期比 496 百万円減少し 6,434 百万円となりました。この結果、
経常利益は、前年同期比 562百万円減少し 809百万円となりました。 
また、四半期純利益は、本店建替損失引当金を計上したことなどにより特別損失が増加しました

が、法人税等が減少したことから、前年同期比 487百万円減少し 341百万円となりました。 
 

 （２）連結財政状態に関する定性的情報 
当第３四半期における財政状態については、総資産が前連結会計年度末比 598 百万円減少し、

393,523百万円となり、純資産は、前連結会計年度末比 2,322百万円増加し、19,842百万円となり
ました。 
預金は、個人預金が増加しましたが、公金預金が減少したことなどから、全体では前連結会計年

度末比 7,502百万円減少し、341,976百万円となりました。 
貸出金は、法人向け貸出金や地公体向け貸出金が増加したことなどから、全体では前連結会計年

度末比 6,523百万円増加し、254,973百万円となりました。 
また、有価証券は、社債が減少した一方で受益証券が増加したことから、前連結会計年度末比

2,337百万円増加し、101,119百万円となりました。 
 

 （３）連結業績予想に関する定性的情報 
平成 26年５月 13日に公表いたしました業績予想に変更はありません。なお、実際の業績は、今

後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 
 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 
 （１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 
 

 （２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 
税金費用の処理 

当行及び連結子会社の税金費用は、当第３四半期会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利
益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税
率を乗じることにより算定しております。 

 
 （３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

会計方針の変更 
（退職給付に関する会計基準等） 

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第 26号 平成 24年５月 17日。以下、「退職給付会
計基準」という。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 25号 平
成 24年５月 17日。以下、「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第 35項本文及び退
職給付適用指針第 67項本文に掲げられた定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給
付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付
算定式基準へ変更するとともに、割引率の決定方法を平均残存勤務期間に対応する単一年数の債券
利回りを基礎として決定する方法から、退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反
映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更しております。 

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第 37項に定める経過的な取扱いに従っ
て、当第３四半期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴
う影響額を利益剰余金に加減しております。 

この結果、当第３四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が 180 百万円減少し、利益剰
余金が 116 百万円増加しております。また、当第３四半期連結累計期間の経常利益及び税金等調整
前四半期純利益は、それぞれ０百万円減少しております。 

 
会計上の見積りの変更 
（耐用年数の変更） 

当行が保有する本店の「建物」については、従来、耐用年数を８年～50 年として減価償却を行っ
てきましたが、平成 28年９月に新本店の完成及び、その後本店移転に伴い現本店を解体することを
決定したため、移転に伴い不要となる資産の耐用年数を解体予定月までの期間に見直しております。 
これにより、従来の方法に比べて、当第３四半期連結累計期間の税金等調整前四半期純利益は 34

百万円減少しております。 
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 （４）追加情報 

（本店建替損失引当金） 
本店建替損失引当金は、当行の本店建替に伴い発生する損失に備えるため、合理的に見積もった

建替関連の損失見込額を計上しております。 
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３．四半期連結財務諸表 

（１）四半期連結貸借対照表 

  

                      (単位：百万円) 

                    
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成26年12月31日) 

資産の部     

  現金預け金 20,724 20,297 

  コールローン及び買入手形 11,800 - 

  買入金銭債権 - 499 

  有価証券 98,781 101,119 

  貸出金 248,449 254,973 

  外国為替 4 6 

  リース債権及びリース投資資産 3,527 3,523 

  その他資産 1,489 1,849 

  有形固定資産 5,300 7,115 

  無形固定資産 309 263 

  繰延税金資産 85 75 

  支払承諾見返 7,276 7,826 

  貸倒引当金 △3,626 △4,026 

  資産の部合計 394,122 393,523 

負債の部     

  預金 349,479 341,976 

  借用金 14,246 17,719 

  外国為替 - 0 

  社債 1,700 1,640 

  その他負債 2,126 1,441 

  退職給付に係る負債 302 47 

  役員退職慰労引当金 249 241 

  睡眠預金払戻損失引当金 17 18 

  偶発損失引当金 60 94 

  本店建替損失引当金 - 298 

  繰延税金負債 481 1,713 

  再評価に係る繰延税金負債 662 662 

  支払承諾 7,276 7,826 

  負債の部合計 376,602 373,681 

純資産の部     

  資本金 6,636 6,636 

  資本剰余金 472 472 

  利益剰余金 6,498 6,679 

  自己株式 △42 △42 

  株主資本合計 13,564 13,745 

  その他有価証券評価差額金 2,886 5,003 

  土地再評価差額金 1,095 1,095 

  退職給付に係る調整累計額 △44 △20 

  その他の包括利益累計額合計 3,937 6,078 

  少数株主持分 17 18 

  純資産の部合計 17,519 19,842 

負債及び純資産の部合計 394,122 393,523 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 

四半期連結損益計算書 

第３四半期連結累計期間 

  

 

                      (単位：百万円) 

                    前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年12月31日) 

経常収益 8,302 7,244 

  資金運用収益 4,789 4,411 

    （うち貸出金利息） 3,608 3,494 

    （うち有価証券利息配当金） 1,160 897 

  役務取引等収益 469 576 

  その他業務収益 313 257 

  その他経常収益 2,729 1,998 

経常費用 6,931 6,434 

  資金調達費用 472 468 

    （うち預金利息） 387 388 

  役務取引等費用 399 428 

  その他業務費用 1 1 

  営業経費 3,710 3,818 

  その他経常費用 2,347 1,717 

経常利益 1,371 809 

特別損失 0 302 

  固定資産処分損 0 3 

  本店建替損失引当金繰入 - 298 

税金等調整前四半期純利益 1,371 507 

法人税等 542 165 

少数株主損益調整前四半期純利益 828 342 

少数株主利益又は少数株主損失（△） △0 0 

四半期純利益 828 341 
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四半期連結包括利益計算書 

第３四半期連結累計期間 

  

 

                      (単位：百万円) 

                    前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 828 342 

その他の包括利益 △374 2,141 

  その他有価証券評価差額金 △374 2,117 

  退職給付に係る調整額 - 24 

四半期包括利益 454 2,484 

（内訳）     

  親会社株主に係る四半期包括利益 454 2,483 

  少数株主に係る四半期包括利益 △0 0 
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zaimu
タイプライターテキスト

zaimu
タイプライターテキスト

zaimu
タイプライターテキスト
（３）継続企業の前提に関する注記　　　　該当事項はありません。

zaimu
タイプライターテキスト

zaimu
タイプライターテキスト

zaimu
タイプライターテキスト

zaimu
タイプライターテキスト

zaimu
タイプライターテキスト

zaimu
タイプライターテキスト

zaimu
タイプライターテキスト

zaimu
タイプライターテキスト

zaimu
タイプライターテキスト

zaimu
タイプライターテキスト

zaimu
タイプライターテキスト

zaimu
タイプライターテキスト

zaimu
タイプライターテキスト

zaimu
タイプライターテキスト

zaimu
タイプライターテキスト

zaimu
タイプライターテキスト

zaimu
タイプライターテキスト
(４) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記　　　 該当事項はありません。

zaimu
タイプライターテキスト

zaimu
タイプライターテキスト

zaimu
タイプライターテキスト

zaimu
タイプライターテキスト

zaimu
タイプライターテキスト

zaimu
タイプライターテキスト

zaimu
タイプライターテキスト

zaimu
タイプライターテキスト

zaimu
タイプライターテキスト

zaimu
タイプライターテキスト



４．補足説明資料

　（１）損益状況（単体）

（単位：百万円）

平成27年３月期 平成26年３月期

第３四半期累計期間 前年同期比 第３四半期累計期間

4,384 △  358 4,742 

3,980 △  378 4,358 

147 76 71 

256 △   56 312 

3,732 131 3,601 

1,868 16 1,852 

1,674 75 1,599 

189 40 149 

651 △  490 1,141 

77 38 39 

395 △  434 829 

574 △  528 1,102 

256 △   56 312 

191 △   91 282 

553 △  421 974 

395 △  323 718 

貸出金償却                     - △    0 0 

個別貸倒引当金純繰入額 343 △  359 702 

その他 52 37 15 

26 △   14 40 

7 21 △  14 

766 △  618 1,384 

△  302 △  302 △  0 

463 △  921 1,384 

146 △  397 543 

317 △  524 841 

472 △  285 757 

その他業務利益

経費（除く臨時処理分）

人件費

物件費

業務粗利益

資金利益

役務取引等利益

業務純益

うち債券関係損益

臨時損益

株式等関係損益

税金

業務純益（一般貸倒引当金繰入前）

一般貸倒引当金繰入額①

コア業務純益

信用コスト（①＋②）

四半期純利益

　当行の平成27年３月期 第３四半期（平成26年４月１日から平成26年12月31日）における四半期情報につい
て、お知らせします。

経常利益

特別損益

税引前四半期純利益

法人税等

不良債権処理損失②

償却債権取立益

その他臨時損益
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 （２）金融再生法ベースのカテゴリーによる開示（単体） 

                                （単位：百万円）  （参考）   （単位：百万円） 

 平成 26年 12月末 平成 25年 12月末  平成 26年９月末(実績) 

破産更生債権及び 

これらに準ずる債権 
3,230 3,800 3,097 

危険債権 9,634 11,248 9,911 

要管理債権 1,611 807 1,609 

合計 14,476 15,856 14,618 

総与信に占める開示債権の

割合 
5.57％ 6.36％ 5.67％ 

 
（注）1．上記の各四半期末の計数は、「金融機能の再生のための緊急措置に関する法律施行規則」第４条に規定する各債権のカテゴリーに

より分類し、当行の定める自己査定基準に基づき算出したものです。 

なお、当四半期において、「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」のうち、無価値と認められる部分についての直接償却相当額

の減額（部分直接償却）はしておりません。 

2．債務者区分との関係 

破産更生債権及びこれらに準ずる債権（実質破綻先、破綻先の債権） 

危険債権（破綻懸念先の債権） 

要管理債権（要注意先のうち、元金又は利息の支払いが３ヵ月以上延滞しているか、又は貸出条件を緩和している貸出債権） 

   

 （３）自己資本比率（国内基準） 

                                （参考） 

 平成 26年 12月末 
 

平成 26年９月末（実績） 

連結自己資本比率 9.63％ 9.90％ 

 

単体自己資本比率 9.33％  9.59％ 

 
 

 （４）時価のある有価証券の評価差額（単体） 

  ○評価差額 
                                      （単位：百万円）  （参考）       （単位：百万円） 

 平成 26 年 12月末 平成 25 年 12月末  平成 26年９月末 

時価 評価差額 時価 評価差額 時価 評価差額 

 うち益 うち損  うち益 うち損  うち益 うち損 

その他有価証券 93,550 7,731 8,199 468 87,933 4,520 4,755 235 92,305 5,780 6,155 374 

 株式 5,333 1,931 2,004 73 5,972 1,679 1,723 44 5,399 1,724 1,782 58 

債券 70,024 2,491 2,494 3 68,661 951 986 35 69,982 1,726 1,730 4 

その他 18,192 3,308 3,699 391 13,299 1,888 2,045 156 16,923 2,330 2,642 312 

（注）１．「評価差額」及び「差額」は、帳簿価額（償却原価法適用後、減損処理後。）と時価との差額を計上しております。 

２．「有価証券」のほか、「買入金銭債権」中の信託受益権を含めて記載しております。 

３．満期保有目的の債券に係る含み損益は以下のとおりであります。 
 
 
                                      （単位：百万円）  （参考）       （単位：百万円） 

 平成 26 年 12月末 平成 25 年 12月末  平成 26年９月末 

帳簿 

価額 

差 額 帳簿 

価額 

差 額 帳簿 

価額 

差 額 

 うち益 うち損  うち益 うち損  うち益 うち損 

満期保有目的の

債券 
7,833 466 466 ― 7,598 467 467 ― 7,894 446 446 ― 
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 （５）預金・貸出金の残高（単体） 

                                     （単位：百万円）  （参考）   （単位：百万円） 

 平成 26年 12月末 平成 25年 12月末  平成 26年９月末 

預金 342,286 339,988 338,216 

 うち個人預金 253,931 245,632 249,731 

貸出金 256,484 246,168 254,493 

 うち個人ローン 79,899 80,507  80,299 

 

以  上  

 

 

本件に関するお問合せ先 

島根銀行 人事財務グループ／片寄 TEL(0852)24-1238（ダイヤルイン） 
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